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フィードバック形オーバーコンプリートＢＳＳにおける学習法の検討

加藤治雄↑中山謙二↑↑平野晃宏廿

十金沢大学大学院自然科学研究科電子情報工学専攻

↑↑金沢大学大学院自然科学研究科電子情報科学専攻

E-mail:廿nakayama@t・kanazawam・acjp

あらまし信号源数がセンサ数より多いオーバーコンプリート形ブラインド信号源分離(BSS)で，信号源の完全
分離は困難という問題に対して，我々はフィードバック形の回路構成と学習法を既に提案している．まず，１個の

信号源が複数の出力に含まれないことを分離の条件として，１巡目の信号源分離を行ない，少なくとも１個の出

力に単一信号源を分離する．この出力を観測信号にフィードバックして，観測信号から単一信号源をキャンセル

することにより，等価的に信号源数を低減する単一信号源のキャンセル法として，当該出力と推定した混合過

程の情報を使ってキャンセルする他，観測信号のヒストグラムを使ってキャンセルする方法を組み合わせる．本

稿ではさらに，フィードバックにより生じる信号歪みの問題に対して，スペクトルサプレッション法を導入する

ことにより，信号歪みを抑制する．２巡目の信号源分離では，観測信号に含まれる信号源が１個少ない状態で１

巡目とは異なる学習法により処理を行なう．信号源として音声を用いたシミュレーションにより，提案方法の有

効性を確認した．
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以下のように表される．

Ｘ＝ＡＳ （１） 

Ｕ＝UＶＸ＝ＨＳ （２） 

ここで，Ｗは分離行列，Ｈは信号源から分離回路出力まで

の伝達特性を表す．

信号源数を３，センサ数を２とした場合のフィードバック

形オーバーコンプリートＢＳＳのブロック図を図１に示す．

１．まえがき

近年，通信端末は様々な環境において使用され，同時に高

いクオリティーが必要とされている．雑音除去，エコー除

去，回線等化などの信号処理において，信号復元は大変重要

な技術となっている．また，信号源や干渉成分について十分

な情報が得られない上に，混合過程や伝送過程についても事

前に知ることはできない場合も多い．このような環境では，

信号源の統計的性質に基づいて信号源分離を行うブライン

ド信号源分離（BUndSourceSeparation:BSS）が重要とな

る[1],[2],[51[７１．

実際のアプリケーションでは，信号源の数を予測すること

が難しい場合があるこのような状況下では，一般的にセン

サ数は信号源数とは異なる．特に，信号源数がセンサ数より

多い場合のＢＳＳはオーバーコンプリート形ＢＳＳと呼ばれ，

信号源数に対して観測信号の情報が不足することになり，信

号源の完全分離はできないこの条件下で良好な信号源分離

を行うためには．観測信号以外に信号源に関する他の情報を

追加する必要がある．

新たな情報として，主に観測信号のヒストグラムを用い

るいくつかの方法が既に提案されている[12],[131,[14｝しか

し，十分な分離特性が得られているものはないこれらの

システム構成では信号源数をＭ,センサ数をjvとした場合

(Ｍ＞Ⅳ)に，出力が一度に肱個の信号源となるように分

離する．分離過程は大きく分類して，混合行列推定過程と信

号源復元過程からなり，未知の混合行列を推定する精度によ

り，分離特性が大きく左右される．

オーバーコンプリート形ＢＳＳに対して，我々はフィード

バック形ネットワーク構成と分離回路の学習法を既に提案

している[16],[171．これは，単一分離された信号源をフィー

ドバックして観測信号からキャンセルする方法である．観測

信号から信号源を単一分離するための学習法には相互情報

量とヒストグラムを用いている．また，１巡目の信号源分離

により分離された単一信号源と複数信号源の識別は基本周

期を用いて行なわれる．そして，分離された単一信号源は観

測信号からキャンセルされ，観測信号に含まれる信号源を等

価的に低減した状態で２巡目の信号源分離を行なう．なお，

単一信号源のキャンセル法として，波形除去とヒストグラム

に基づく除去という２種類のキャンセル法を提案する．

フィードバックの問題として，フィードバック後の観測信

号の周波数成分全体に信号歪みが生じる．本稿では，フィー

ドバックによる信号源のキャンセルにおいてスペクトルサプ

レッション法を導入することにより，信号歪みを抑制する．

また，２巡目の学習法を改良することにより分離性能を向上

する．そして，音声信号を用いたシミュレーションを行い，

分離特性を評価する．

２フィードバック形オーバーコンプリートＢＳＳ

２．１ネットワーク構成

瞬時混合のＢＳＳにおいて，センサへの入力Ｘと分離回路

の出力Ｕは，未知の混合行列Ａと信号源Sにより，それぞれ

111匹Ｓｉ印、国【matDr

■Ⅲ二KⅡ

［ 

図１フィードバック形オーバーコンプリートＢＳＳの回路構成

２．２必要なセンサ数

センサ数は「分離回路における少なくとも１個の出力に

単一の信号源を分離する」条件から決めることにする．ＢＳＳ

の学習は出力信号が統計的に独立になるように学習される

ため，学習が進むと，１個の信号源は１個の出力に含まれる

と仮定する．信号源数をＭｉセンサ数をＮとする場合，上

記の条件を満たすためのセンサ数は

〃≧[等＋１（３）
となる．演算子凶はｘを超えない整数を表す．

２．３フィードバックによる等価的な信号源の削減

一例として，ｕ１は8,を含み，TL2は82,83を含む場合を考え

る．全ての出力に対して単一信号源か否かの検出をSignal

estimaterのブロックで行い，Ｕ,が単一信号源のみを含むの

で，これが検出され，TL1は最終的な出力9,となる．同時に，

y1は分離回路の入力にフィードバックされ，入力信号（＝観

測信号）からその信号源成分を差し引く．すなわち，観測信

号28,,ｺB2に含まれる8,成分をキャンセルすることになる．結

果として，観測信号⑳,,ｚ２は信号源82,83成分のみを含むこ

とになり，８，成分がキャンセルされた観測信号を⑰i,ｴﾑと表

す．この観測信号はｔＵｊｉと表す別の分離回路で分離される．
図１の例では，この段階でセンサ数と信号源数が等しくなる

ので，２巡目の信号源分離は従来の構成と同じになり，理論

的には全ての信号源を個々に分離することが可能となる．

３．フィードバックによる音声のキャンセル

３．１直接的な音声除去(FB(1)）

混合行列と１巡目の信号源分離後の分離行列を用いて，観

測信号から消したい信号源成分を直接的にキャンセルする．

ここで，混合行列Ａは未知であるので，観測信号のヒストグ

ラムを用いて以下のように推定を行なう[14],[17]．
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にヒストグラムの値が存在しないことが分かる．しかし，必

要以上に罰成分付近の情報が欠如するために，本来あるはず

の82,83成分の情報も失われてしまうという問題が生じる．

そこで，消したい信号源成分をヒストグラムＦからキャン

セルする新たな方法を提案する．必要な情報として。１巡

目の信号源分離によって得られた単一信号源を含む9,と観

測信号により求められるヒストグラムかを用いる理想的に

zhは81成分を多く含むことが考えられ，現実的にもヒスト

グラムカは8,成分の部分にピークがあり，82,83成分の情報

は少ないそこで，ヒストグラムカを用いれば，ヒストグラ

ムＦ中の8,成分を低減させ，82,83成分の情報をできるだけ

残すことが可能となる．これらの事を考慮に入れて，ヒスト

グラムＦから8,成分をキャンセルさせた後のヒストグラム

Ｆ'を以下のように求める．

〃(`Ｍ(の(m-鶚)．（`）
ここで，Ａｕ…は方の最大値であり，Ｆ'(8)の値は′(8)の値
が最大の場合Ｏになり，それ以外では常にＦの値が低減され

た値となる．なお，82,83成分のピーク間の情報は重要なの

で，その場合Ｆの値は変化させないこのような方法で8,成

分をキャンセルする前後のヒストグラムを図３に示す．

α'i(冗十')＝α'i(冗)＋り･sg”(Ui(汎)－α'八〃)）（４）

ここで，Ｕは観測信号を超球上に投影したもので，Ａ'はＡの

推定結果を表している．Ａ'を推定する際の初期値は非常に重

要であり，観測信号のヒストグラムが凸な方向成分とする．

未知の混合行列を正確に推定でき，ｓ,い)が単一信号源と

してu1Oz)に含まれている状況を仮定した場合,ｕ,(冗)は図

'の最終的な出力であるy,(河)として選ばれる．’巡目の信号

源分離特性が良好な場合，理想的にz/,(､)には８２位),３３(､）

成分は含まれていないことになる．そこで，ｚ２(河)とｙ'(冗）

は以下のように表現できる．

⑰2(汎）＝α2,s,(”)＋a22s2(､)＋Q23s3(冗）（５）

ｚ/,(〃）＝（a11uj,,＋α2,,,2)３，(”）（６）

このような関係から，推定した混合行列Ａ'を用いて，次式

により８，(冗)をＴ２⑰)からキャンセルすることができ，キャ

ンセル後の観測信号をz&(”)とする．

＠h,9,⑰） 

錘&(几）＝⑳2(河）－ai1m1，＋＠Ａ,u,１２ （７） 

ここで,理想的には垂&(､)は信号源s,い)成分を含んでいな

いことが望ましいが，未知の混合行列の推定精度や逐次更新

される分離回路の変化，分離回路における少なくとも１個の

出力に単一信号源を分離する際の性能などの影響を受けて，

３，位)成分が残る場合がある．

ＦＢ(1)の問題点として，キャンセルの際に全ての観測信号

に対してこの手法を用いることはできないこれは，ＦＢ(1)

により得られた新たな観測信号は別の観測信号の定数倍に

なり，このような状況下では信号源分離が非常に難しくな

る．しかし，ＦＢ(1)でのキャンセル精度は非常に高いので，

ある観測信号に対してはＦＢ(1)を使用し，別の観測信号に

は違うアプローチによって消したい信号源成分をキャンセル

する必要がある．

３．２ヒストグラムに基づいた音声除去(ＦＢ(2)）

ｇ,に含まれている8,成分を観測信号2日,,ｚ２のヒストグラ

ムＦに基づいてz2からキャンセルする．キャンセル法とし

て，音声の確率密度関数はSuper-Gaussianとなることを考

慮して，消したい信号源成分である8,成分の影響がよく表

れている部分のヒストグラムをキャンセルする[171図2に

８，成分をキャンセルする前後のヒストグラムを示す．

・
中
、
山
■
■
餌

SｉＩｓ２ 

Ｓ］ 

０■■■ｑ■■房■卸０■■■ロ■■刀■■

図３８，成分をキャンセルする前後のヒストグラム

とこで，ヒストグラムＦとかの信号源成分のピークが少しず

れるという問題があり，力の位相をＦの位相と等しくなるよ

うにシフトさせる必要がある．

ＦＢ(2)によって8,成分をキャンセルした後のヒストグラム

F'とヒストグラムＦは位相によって値が大きく異なる．Ｆ

に対するＦ'の変化分は不要な成分なので，ヒストグラムＦ’

に沿うようにその変化分だけ⑩,の振幅を低減させるサンプ

ルを決定する．仮に，ある位相でのヒストグラムＦの値が

100,Ｆ'の値が４０の場合，１００サンプルの中から変化分６０

サンプルをランダムに決定し，そのサンプルの振幅を変化さ

せることになる．なお，振幅を変化させる割合は，ソ,の振

幅に応じて低減させる．このようにして得られた観測信号を

⑳l(冗)とする．

観測信号ｚｌは，ＦＢ(2)によりサンプル毎に振幅が低減さ

れ，８，成分はキャンセルされる．しかし，連続したサンプル

の振幅が低減されるなどの原因から，⑰iい)の周波数成分全

体に歪みが生じる．その信号歪みは本来音声信号にはない

もので，音声として聞いた場合に不連続な値となるので雑

音のように間こてしまうそこで，スペクトルサプレッショ

、
牢
西
、
■
■
印

・
函
画
韓
、
■
頚

Sｉｌｓ２ 

s］ 

(wＩ 
可■■巳■●幻■■0句■典の■■町■■

図２８，成分をキャンセルする前後のヒストグラム

図２を見ると，ヒストグラムＦのうち，８，成分が大きい部分
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ﾝ法を導入することにより，ＦＢ(2)によって生じた信号歪み

を抑制し，２巡目の信号源分離の分離特性が良好なものにな

るよう改善する．

３．３スペクトルサプレツシヨン法による信号歪み抑制

音声のスペクトル成分はSuper-Gaus8ianという条件下で

用いられるJointＭＡＰ法[18]により，ＦＢ(2)により生じた

信号歪みを抑制する．ＦＢ(1)後の観測信号をクリーン音声

とし，雑音成分を消したい信号源成分8,とすると，Super‐

Gau88ianの確率密度関数は音声の分散を恥として式(9)で

表せられる．

，(B)一万;;二t７器｡M-仏昊）（９）
ただし，式中のＢは音声の振幅を表し，γと似は変数でＰ(B）

の形状を決定する．JointＭＡＰ法では，雑音混入音声がＸ

という条件での音声の振幅Ｂと偏角6における条件付確率

P(B’6ｌｘ)を最大にするスペクトルゲインＧ(ん)を以下の

ように求める．

。(鵬)‐”+,FT云晨テ（'0）
ｍ＝1-＿｣￣ （11） 

２４１/:､57両

ここで，ピ(ん)はクリーン音声対雑音比，γ(ん)は雑音混入音

声対雑音比であり，それぞれ以下のように表される．

：(い-籍，γ(句臺將（'2）
Q(ん)2はＦＢ(1)後の観測信号のパワースペクトル，Ｒ(ん)２

はＦＢ(2)後の観測信号のパワースペクトルを用いる．ま

た，入(ん)は本来雑音の分散だが，ＦＢ(2)後の振幅スペクト

ル-ＦB(1)後の振幅スペクトルで求める分析フレーム長

は512サンプルのハミング窓を用いており，オーバーラップ

長は256サンプルとする．なお，式(10)のスペクトルゲイ

ンＧ(ん)は,（(ん)が小さい場合,つまり雑音成分がクリーン

音声に対して大きい場合に小さくなり，スペクトル成分は強

く補正される．

音声は必ずしも確率密度関数がSuper-Gaussianではない

ので，確率密度関数の変化に応じたJointＭＡＰ法のパラ

メータ設定が重要になる．そこで,ＦＢ(2)後の観測信号の平

均値付近の分布を表現する４次の統計量kurtosisの値に応

じて，似とγの値を適時変化させ，適切なスペクトルゲイン

を求める．そして，（(ん)が低SNR時に残留信号を抑圧し，

雑音の少ない強調音声を出力する．また，スペクトルゲイン

による過剰抑圧を防止し，強調音声の品質を改善するため

に，スペクトルゲインの最小値の下限を設定する．

ど(ん)が高SNR時にJointＭＡＰ法を用いる場合，スペク

トルゲインは１に近いことが望ましいが，スペクトルを過剰

に抑圧してしまう場合がある．そこで，フィルタ特性ｚ(ん）

が以下のように表されるウイーナーフィルタを改良したもの

を用いる．

ここで，凡(ん)はクリア音声のパワースペクトル，Ｂz(ん)は

雑音のパワースペクトルである．この特性を応用して，（(ん）

が高SNR時のスペクトルゲインをJointＭＡＰ法の代わり

に以下のように求める．

（(ん）
Ｇ(ん）＝（14）

‘(ん）＋６

なお，６は１以下の定数である．

４６２巡自の信号源分離の学習法の検討

４．１１巡目の信号源分離の学習法

分離回路の学習法は，式(15)の相互情報量を誤差関数と

する自然勾配法を用いる[9］

〃

！(錘,ｗ)＝-1.91.ct(w)|-工1゜９，鯰(越臘）（'5）
１８＝１ 

この時の分離回路の更新分Iま出力の各要素間の相互情報量

を最小化するように更新される．分離回路の更新式は以下の

ような学習アルゴリズムで更新される[17]・

㎡(")＝arg…|ＵＴ(")⑪j(")’（'6）
ｍｊ 

征(河十')＝か(征(耐)－刀仲(u(")”T(”)>]⑩顛(､)）

ここで，ｐｒは更新された分離回路を再び超球上に投影する

関数，＜＞は時間平均，Ｕい)は観測信号のヒストグラムを

用いてｪ(犯)を超球上に投影したものを表す．この学習アル

ゴリズムでは，観測信号に最も接近している分離回路ベクト

ルu'戦(勝者ベクトル)のみを更新させる．また，式(16)中の

非線形関数Ｐは学習を安定化させるためのもので，観測信号

のkurtosis(侭4)の値によって以下のように制御する[3],[6]．

Ｐ(皿(”)）＝Qtanh(u(”)）＋（１－｡)皿(72)３（17）

１－ｅｴp(-2.11.4-2.5） 
＠＝ （18） 

１＋ｅｚｐ(-2.1代４－２．５）

４．２２巡目の信号源分離の学習法

１巡目の信号源分離の学習法を応用して，２巡目の信号源

分離の学習法を改良する．まず，式(16)中の勝者ベクトル

の決定法を少し変更する．１巡目の学習には勝者ベクトル

決定の際にU(〃)を用いていたが，２巡目の学習ではヒスト

グラムを用いず，直接的にｪ(ね)を超球上に投影したものを

U(､)の代わりに用いる．

理想的にフィードバック後の観測信号には，キャンセルさ

れた信号源8,成分は存在せず，82,83成分のみが残っている

状態となる．フィードバック後の観測信号に対する各信号源

の等価的な混合行列を｡，２巡目の分離回路を⑪'とすると，

出力u'と信号源Ｂｚ,83成分の関係は以下のように表される．

ｕカーM1a12＋uA2a22)82＋(uji1a13＋uA2d23)８３('9）

ｕＡ＝(ujA1d12＋ujh2a22)３２＋(nUB,｡,3＋ujA2a23)３３(20） 

仮に，皿&に３２成分を，皿&に33成分を分離する場合，

Ujl1d13＋UA2d23＝０，Uj11d12＋UjA2a22＝０（21） 
几(ん）

(13） Z(ん）
Ｂ(ん）＋Ｐｈ(１８）

－１９８－ 



５．２１巡目の信号源分離から単一信号源識別

１巡目の信号源分離では，信号源8,と82＋８３のグループ

に分離することを目的としている．単一信号源と複数信号源

にグループ分離する際の理論的限界を最小二乗法を用いて

計算したものと，１巡目の信号源分離の分離特性を比較し，

理論的限界に追従する良好な結果となる．また，単一信号源

として8,が分離でき，その出力と複数の信号源が混ざった出

力を識別することにも成功している[15],[17]．そして，識別

された81のみを含む出力皿,を最終的な出力91とする．

５．３フィードバックから学習の初期値設定までの流れ

フィードバックから２巡目の信号源分離の分離回路の初期

値設定までの簡単なブロック図を以下に示す．

が成り立つ．式(21)から，以下のような分離行列の関係を

導出できる．

uji2d23ujA2d22 
uhl＝－＝－９u）21＝－－－ （22） 

α1３Ｑ１２ 

式(22)の関係を学習に適用すること'よ，82,83成分を分離す

るのに有効である．しかし，ｄが未知という問題がある．そ

こで，ｄをフィードバック後の観測信号のヒストグラムから

求める．ヒストグラムが凸な部分を①,,の2として，近似的で

はあるが以下のように｡を置き換え，これを学習アルゴリズ

ムに取り入れる．

堅＝ｍｎｊ２響＝tonA（23）
α1３Ｑ１２ 

式(16)中の分離回路の更新分をqとする．フィードバック

後の観測信号と２巡目の信号源分離の分離回路から勝者ベ

クトルを決定し，勝者ベクトルが１列目の場合，以下のよう

に分離回路は更新される．

迦型("+')十一('卜（)9m(")-‘鯰（２４）

迦麺(洞十')+-(LO-（),､Ⅱ`為（25）
同様に，勝者ベクトルが２列目の場合，分離回路は以下のよ

うに更新される．

ujl2(冗十1)＋＝(1.0-()912(河)一・α河中2911(冗）（26）

ｕｊ２２(〃＋1)＋＝(1.0-（)922(冗)－｡｡”‘,92,(”）（27）

なお，〈は１以下の定数とする．

４．３２巡目の信号源分離の初期値

分離回路の初期値は単位行列としていたが，適切な初期値

から分離回路の学習を始めるように考慮する．２巡目の信

号源分離は信号源２個，センサ２個のモデルなので，その場

合に有効な，未知の混合行列を推定する方法を用いる['9]．

未知の混合行列の逆行列は分離回路の最適値であるので，そ

の事を考慮して，推定した混合行列の逆行列を分離回路の初

期値とする．この混合行列推定の手法は観測信号の相関係数

に基づいた方法で，観測信号の相互相関が大きい場合に初

期値設定を行なうと，逆に分離特性が劣化する場合がある．

この問題に対して，観測信号の相互相関に閾値を設けて，相

互相関が閾値以上であれば分離行列の初期値は単位行列，閾

値以下であれば，適切な初期値設定を行なうものとする．

５．シミュレーションとその考察

５．１シミュレーション条件

信号源として，男声２個と女声１個を用い，センサ数は２

個のオーバーコンプリート形ＢＳＳのモデルでシミュレーショ

ンを行なう混合行列はall＝α２３＝１．０，α１３＝α２１＝０．３，

｡,2＋α22＝１．４とし，横軸をα＝｡,2/α22とする．αが１の

時，信号源82の位置は信号源８，と83の中間にあり，単一信号

源と複数信号源に分離する場合，非常に分離しにくい状況と

なる．一方，αが小さい時，信号源82は8,から離れ，８３に近

い位置にあり，分離特性は良好なものとなる．

Ｅ'二二iiFl焉胴 エI

ｍｉｆｉｎＵ 

ＦＥＯ） ｘｚ 

図４フィードバックから学習の初期値設定までのブロック図

⑩,に対してはＦＢ(2)を，⑰2に対してはFB(1)を用いて消し

たい信号源8,成分をキャンセルする．ＦＢ(2)によるキャンセ

ルでは信号歪みが生じるので，スペクトルサプレッション法

に基づいた信号歪み除去を行なう．そして，２巡目の信号源

分離特性を向上させるために，学習法の改良と適切な初期値

設定を行なう．

５．４評価

１巡目の信号源分離から単一信号源識別，そして３章と４

章のフィードバックと２巡目の信号源分離が終了し，最終的

な出力をそれぞれ92,93とする．評価法として，信号対干

渉信号比SIRiを以下のように定義する．

肌ｮ゜'･勘｡(E(蘂臺f二二(w）旧('`）
α＝＠,2/α22を横軸として，出力z1,に対して8,,出力z'2に対

して82,出力y3に対して８３を式(28)のSIR`で評価したも

のを以下に示す．
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図５信号対干渉信号比(SIR,）
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図６信号対干渉信号比(sIjE2）
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図７信号対干渉信号比(SJJE3）

まず，SlR1はαが小さい場合は分離特性が非常に良好で

あるが，αが大きくなるにつれて，分離特性が大幅に劣化す

る．１巡目の信号源分離は信号源8,と82＋８３のグループ分

離を行なうので，αが大きいつまりＢ２の位置が8,に近づく

と分離が難しい状況になる一方で，SIR2とSIR3はSIR，

に反比例するような形で，αが大きくなるにつれて分離特性

が向上する．これは，信号源が混合される過程で既に各信号

源の分離性能が決まるからである．２巡目の信号源分離の学

習アルゴリズムでは勝者ベクトルを決定して，勝者ベクト

ルだけを学習させるが，片方の列に学習が偏ることがある．

その問題に対して，分離回路の適切な初期値設定を行なった

結果，学習が進まなかった分離行列の列が良好な解に収束し

た．また，提案法の分離特性は，スペクトルサプレッション

法を用いない従来法や，ShortestPathMethod[14]での分

離特性と比較しても，非常に良好な結果となる．

６．まとめ

本稿では，オーバーコンプリート形ＢＳＳに対するフィー

ドバック形構成法を提案した．１巡目の信号源分離により分

離された単一信号源は観測信号にフィードバックされ，直接

的な波形除去とヒストグラムに基づく除去という２種類の

キャンセル法でキャンセルされる．ヒストグラムに基づいた

除去の際に，キャンセルされた観測信号に信号歪みが生じる

が，スペクトルサプレッション法を応用して信号歪みを抑制

した．また，２巡目の信号源分離の学習アルゴリズムを改良

し，分離回路の初期値を適切な値とすることにより，分離特

性が向上した今後の課題として，フィードバックの際に生

じる信号歪みのさらなる除去，２巡目の信号源分離特性のさ

らなる向上などが挙げられる．
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